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修士論文要旨
【はじめに】
　中華人民共和国（以下中国）は，2000年に世界保健機関
（WHO）より医療システムの非効率性を指摘されて以来，本格
的に国家主導の医療改革を進めている．
　近年，医療サービスへのアクセスや医療満足に関する研究は
大きく，（1）医療施設と医療満足度の関連，（2）疾病種類と医
療満足度の関連，（3）医療サービス（4）医療アクセスの４方面
から分析されているが，その国土の広さや地域差もあって中国
を対象とした研究はまだまだ他国を対象とした研究と比較して
多いとは言えない．
　そこで，本研究は，中国における医療施設の地理・空間的偏
在と医療満足度に影響を及ぼす要因について明らかにすること
を目的として，研究１と研究２を行った．
【研究１：中国杭州市下城区の健康指標及び医療施設の地理的分
布の可視化】
対象・方法：中国杭州市下城区の医療施設・健康指標情報（2010
－12年）を統合し，ArcGISを用いて地図に表示した．
結果・考察：
　図１および図２に，杭州市下城区内の６つの地区（社区）ご
とに健康状況と医療施設の分布を示した．医療施設は市内中心
部の長慶潮鳴，天水武林と朝暉街道に集中していた．通常，住
民は居住する地区にある社区病院を受診する．また，６地区の
生活習慣病構成は，いずれも高血圧症の患者が最も多かった．心
臓病・癌の患者数も増加していており，先進国同様，生活習慣
病に対する対策が急務であった．
【研究２：共分散構造分析による医療満足度とその関連要因の検討】
対象・方法：単純無作為抽出法を用いて，調査対象を抽出した．
中国杭州市下城区の６つの街道から「電子健康記録」システム
に登録し，毎年健康診査を行っている住民から各50人，合計300
人を抽出した．医療満足に関する質問票を開発し，前述の対象
者から回答を得た．データ入力・分析には，Epidata3.0，
SPSS19.0を用いて，カイ二乗検定・ロジスティック回帰分析お
よび共分散構造分析を行った．共分散構造分析で用いる潜在変
数を探るために，質問項目を用いて因子分析を行った．
結果・考察：調査対象300名の基本属性は男性149人，女性151人，
平均年齢51.3歳であった．
　因子分析によって，５因子が抽出され，各因子はそれぞれ，ス
タッフ接遇，施設内利便性，治療検査説明，快適性とアクセス
と命名した．
　因子分析の際，項目削除のための因子負荷量の目安は0.6以下
とし，因子負荷量と全分散率及び因子の解釈可能性を考慮した
上で，各因子変数の内容的妥当性を確認した．
　表１に，６つの社区病院ごとに各因子の平均因子得点を示し
た．その結果，社区病院ごとの違いがみられた．スタッフ接遇
が高かった文暉と東新の施設はいずれも新設で，新たらしく募
集した職員が多い．一方で，石橋は郊外に病院が位置し，改装
中で，医師が少ない．一方，他の社区は，一日当たりの患者数
が多いことが影響した可能性がある．快適性については，長慶，
文暉と朝暉が高かったが，これらの施設は延べ床面積が他の施
設よりも広い傾向にあった．アクセスについては，長慶と天水
の施設が都市中心部で，駐車場が少ないことが影響していたこ
とが考えられた．
　共分散分析について，最も当てはまりの良かったモデルを図
３に示した．適合度がGFI=0.849　RMSEA=0.081であった．医
療満足度のモデルでは，スタッフ接遇に直接効果をもたらす内
生潜在変数は，施設内利便性，治療検査説明，快適性とアクセ
スであった．満足度に対するスタッフ接遇からの直接効果を示
す標準化推定値は0.03であり，アクセスからの直接効果は
-0.10，施設内利便性からの直接効果は0.06であった．
【まとめと今後の課題】
　中国杭州市下城区における社区レベルの医療施設の地理的空
間的偏在と医療満足の違い，および医療満足の構造が明らかに
なったが，結果を同地区の医療政策に生かすとともに同様の調
査を他地区でも行う必要がある．
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石橋 -0.760 0.374 -0.510 -0.020 0.310
文暉 0.258 0.258 0.132 0.258 0.122
朝暉 0.099 0.1743 0.239 0.222 0.381
長慶 0.161 -0.932 -0.093 0.279 -0.84
東新 0.283 0.167 0.044 0.014 0.103
天水 0.080 -0.042 0.187 -0.035 -0.06
表１．社区衛生サービスセンターの平均因子得点
図３．医療満足度の共分散分析
